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一般演題　A　　機　　器　・装　　置

遅延電線方式シンチカメラの性能に関す

る基礎的研究
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1．研究日的

　咋年，当院に東芝製シンチカメラ　（遅延電線方式），

および統計解析装置USC－1が設耐されたので，臨床に

資するために，分解能ならびに陰影欠損の検出能等に関

する基礎的実験を行なった．

2．実験方法

　感度均一性：コリメータをはずし，3mの距離から

点状線源でシンチレータを均一に照射して測定した．

　分解能：RI（99mTc，20！Hg，13tl，19sAu）を封入した

内径約O．　5mmのポリエチレンチューブを，5cmの間

隔に並べて測定し，X軸およびY軸方向について解析し

た．

　陰影欠損の検出能1厚さ5cmおよび10cmのRI溶

液の巾に直径3．　0，2．5，2．O，1．5，1．Ocmの球を種々

の深さに沈めて，4000孔，1000孔コリメータで測定した．

用いた核種は99皿Tc，203Hg，　i311，ユ98Auである．

　解析はすべて，USC－1にデータ収集して行なった．

（ADC分割方法；感度均一一性：124×124，分解能：

256×64および64×256，陰影欠損の検出能：64×64）

3．結果

　感度均一性：X軸，Y軸方向ともに直径22．　5cmの範

囲で，感度均一性±10％以下であった。

　分解能：99mTcを4000孔コリメータで測定した九合，

コリメータ表而で半値幅8mm，10cmの距離で12mm

であり，　1311と1000孔コリメータでは，コリメータ表

面で10mm，10c皿の距離で16mmであった．203Hg

の場合は，1000孔より4000孔コリメータの方が良かった．

γ線のエネルギーが高くなるに従って，分解能は低下し

た．

　陰影欠損の検出能：5cm厚の場合，　pq・　mTcでは表

面近くで直径1．Ocmの球を，　i98Auを除いた991nTc，

203Hg，1311で，1．5cmの球を底まで検出した．10cm

厚の場合，9・　9　IPTcでは，2．5cmの深さまで1．5cmの

球を．底近くまで2．5cmの球を検出し，最も優れてお

り，198Auが最も劣っていた．
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〔日的〕

　最近シンチカメラを用いて肺，肝・脾などの実質臓器

の描出を行なうことがroutineとなってきた．しかし従

来のparallel－hole　coUimatorを用いたシンチカメラで

は有効視野がせまく，肺，肝・脾のような大きな臓器を一

視野内におさめることは困難である．これを・一一一視野内に

おさめる方法としてはdiverging　collimatorおよびpin－

hole　collimatorを使用するが，　HAYESの報告にもあ

るように得られた像は歪の多いものである．われわれは

従来のparaUel－hole　collimatorで大きな臓器を歪なく

一・一一視野内に描出する方法および装置を考案したので報告

する．

〔方法〕

　X方向に60cm，　Y方向に180cm連続移動するlinear

bedとこれと同期して作動する流しカメラ装置を使用し

た．

　Linear　bedに被写体を乗せ，　paral］el－hale　collimator

を付けたシンチカメラ検出器の下に設置し，X方向に一

定速度で移動させる．この時CRT　I　iにはbedの動き

と同様に一定方向に流れて行く被写体の像が得られる．

この像を流れに直角に置いたslitを通して連続的に移動

する35mm巾のfilm一ヒに記録する．

〔成果・結論〕

　上記の方法および装置を用いることにより　25cm×40

cmの視野が得られ，肺，肝・脾のような大きな臓器も

ほぼ・視野内におさめることが出来る．

　またこの装置をY方向に移動させると25cm×160cm

の視野が得られシンチカメラによるwhole　body像を得

ることが出来，悪性腫瘍の診断に用いることも出来る．
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